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 豊田の都心を考えるときにも、環境にやさしい、

産業、社会が持続していける都市を目指すという

方向性が出てくると思いますが、これは世界共通

のテーマです。コンパクトシティーと言っていま

す。今までは都心から郊外へどんどん出ていって

しまったので、個々の家の環境はいいかもしれま

せんが、都市全体として見ると非効率的です。そ

れをコンパクトにしよう。コンパクトにするには

どういうふうにやっていけばいいのか。それがこ

の都心のビジョンの中に幾つか示されています。 
 そして、豊田市にある意味で苦言を呈するとす

れば、豊かな自然や産業活力があるのに、なぜこ

んなに風景が悪いのかという点です。ですから、

ここのところをきちっとつくりかえていこう。そ

のためには少し長期的な目標を持ってプロジェク

トを動かしていく必要があると思います。 

 私はアメリカの都市再生を少し調べていたこと

があります。これはシカゴの少し北のほうにある

ミルウォーキーの都心再生です。ちょうど豊田市

ぐらいの都市規模だと思います。内容は説明しま

せんが、その一番のキーポイントはやはり質の高

い空間をつくることです。都市にいて、ある種の

喜びを感じたり、楽しみを感じたり、幸せを感じ

られるように。そのためにはやはり一つ一つの空

間の質が高くないといけません。もちろんソフト

も重要ですが、場所がよくないと何もできないと

いう話です。こういうことを着実にやってきた都

市がミルウォーキーです。 

 もう１つ、私どものキャンパスは今、千葉にも

ありまして、千葉県にある東京大学という矛盾し

た言葉になっていますが、そこで公民学の連携で

まちをつくろうということをやっています。その

ためのセンターをこの間つくりました。ここでも




